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1 は じ め に

近年,不織布を野菜にべたがけして,生育促進や防霜対

策等に利用されている事例がみられる。このべたがけは ,

簡易な被覆方法として今後増えるものと思われる。

福島農試では,昭和61年度に続きる2年度はコカプの秋冬

作において,不繊布のべたがけによる被覆効果とその除去

時期の検討を行い,所定の結果を得たので報告する。

2試 験 方 法

に)供試資材 タフベル4000N(カ ネボウ)パ オパオ
90(三井石化 )・ パスライト(ユニチカ )

0)区の構成 表 1参照
13)試験場所 福島農試FRAハ ウス 322″
(41 試験規模  1区 6イ  3区制
国 供試品種 コカプ 白鷹
16)耕種概要

1)播種期 昭和62年 10月 30日
2)栽植距離 ベッド幅100m・ 通路50m 条間15cF
7条播き 株間15m
3)施肥量 (″ /10α )N-160,P205~220,
K20~140,苦土石灰-120,堆肥-3,000

表 2 コカプの生育

表 1 べたがけ栽培を行う不織布の種類
と資材除去時期

不織布の種類 区 資材除去時期区

ヽ 1 タ フ ベ ル
播種 60日 後

播 種 80日 後

収  穫  時

１

■

■

M2 パ オパ オ 90

播種 60日 後

播種80日 後

収  穫  時

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

ヽ 3 パ ス ラ イ ト

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

播種 60日 後

播種 80日 後

収  穫  時
No4  無  被  覆
注 N01～ 4区黒ポリマルチ使用,播種直後
べたがけ開始。

3試 験 結 果

に)生育状況
最大葉・地上部長はヽ 1-■ ,NQ 2-■ ,NQ 3-I区が

各不織布区でやや優った。またいずれの区も無被覆区

(NQ 4)に比べて地上部の生育は早い傾向にあったが,根

径では逆に無被覆区の根部肥大がやや優った。

葉色については,各不織布区とも複覆資材の除去時期が
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注 葉色はミノルタ葉緑素計で第 1本葉を測定

一番早い I区がやや濃い傾向がみられたが,I nl区につ  変らず,No 2 Nα  3区ではⅢが 1や無被覆区に比べて増加
いては差はあまりみられなかった (表 2)。         した。しかし,根重の増加では,No l― ■,No 2-Ⅲ ,無

地上部重の増加推移をみると,No l区 の I～ lllは あまり  被覆区はほぼ同じで他区より大きかったが,Nt1 1～ No 3区
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図 3 各資材下の時刻別月平均気温 (昭631)

図1 地上部重 根重の増加の推移

の Iはあまり増加しなかった (図 1)。

0)収量
収穫は各区とも2月 2日 より開始された。総収量ではNo

l～ No 3区の中でⅡがそれぞれ多い傾向にあり,2月 上旬
の収量でも各区の■は,I‐ 皿及び無被覆区に比べてやや

多かった。

規格別収量をみると,2月上旬でのM級以上の収量は ,
Ml― ■区とm3-Ⅱ 区がやや多く,根部の肥大が良かっ
た。NQ l― ll区をはじめNQ 2～蛭 3区のlllでは, 2月 上旬

の総収量及びL・ M級収量は予想より少なく, 2月 下旬の

総収量でもS級の収量が多かった (図 2)。

2月下旬

図2 時期別 規格別収量 (6″当たり)

8)各資材下の気温と地温
昭和63年 1月 における各資材下の時刻別平均気温は図 3

のとおりであった。17時から7時ごろまでは,NQ l区やNQ

2区に比べてNQ 3区は05℃ほど低めに経過 したが ,日 中

ヽ 外気温

図4 各資材下の時刻別月平均気温 (昭601)

10時から15時ごろにかけては,他の資材より逆に05℃ ほ

ど高めに経過した。

また地温では,18時から8時ごろにかけてNo l,No 3,

Na 2,NQ 4区の1慣で高かったが,Na 2区とNa 4区はほとん

ど差はなかった。日中 9時から17時の間はNo 3区がヽ 1区

より地温がやや高めになった (図 4)。

4 ま  と  め

以上の結果,パスライト下の平均気温や地温の日較差は

他の資材下のそれよりもやや大きく,日中の気温や夜間の

地温において,パオパオ90と無被覆との差はあまりないよ

うに思われたが,被覆資材の違いによるコカプの生育・収

量差は明確ではなかった。無被覆区に比べて,いずれの被

覆資材でも播種後80日 に除去するⅡ区は 2月 上旬のM L

級の収量が多く,べたがけの効果がみられた。

コカブにおいて,収穫時まで被覆資材をべたがけする効

果は期待できず,80日 以上の被覆は葉色が薄くなる傾向も

みられるので,収穫前に除去 (今回の試験では播種後80日 )

することが必要と考えられる。
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